
平成２８年（２０１６年）１０月３０日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

可
決
、
同
意
し
た
議
案
か
ら
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 　

本
補
正
予
算
は
、
平
成　

年
度
の

２７

決
算
を
も
と
に
、
繰
越
金
の
整
理
等

を
行
い
な
が
ら
、
市
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
や

定
期
予
防
接
種
の
開
始
等
に
取
り
組

む
ほ
か
、
歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税

及
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
決
定
を
受

け
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
平
成　
２９

年
度
に
新
規
開
設
す
る
民
間
保
育
園

４
園
の
建
築
補
助
を
行
う
ほ
か
、
既

に
予
算
措
置
し
て
い
る
３
園
に
つ
い

て
補
助
金
を
増
額
し
ま
す
。

　

健
康
・
福
祉
・
次
世
代
育
成
の
分

野
で
は
、
新
た
に
Ｂ
型
肝
炎
定
期
予

防
接
種
及
び
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成

を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
上
宿
小
学

童
ク
ラ
ブ
の
新
設
に
向
け
て
設
計
委

託
費
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

　

緑
・
環
境
の
分
野
で
は
、
地
域
セ

ン
タ
ー
及
び
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
の

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
基
盤
整
備
の
分
野
で
は
、
市

道
の
改
修
工
事
等
を
行
い
、
安
全
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
係
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
の
経

費
を
増
額
す
る
ほ
か
、
花
小
金
井
小

学
校
拡
張
用
地
を
購
入
し
ま
す
。

　

補
正
額
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を
そ

れ
ぞ
れ
９
億
９
千
百　

万
８
千
円
増

４７

額
し
、
総
額
を
６
百　

億
７
千
２
百

３２

　

万
６
千
円
と
し
ま
す
。

３０
　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
事
業
の
実

平平
成成　

年
度
一
般
会

年
度
一
般
会
計計

２８２８

補
正
予
算
（
第
３

補
正
予
算
（
第
３
号号
））

施
に
伴
い
、
国
、
都
支
出
金
及
び
地

方
債
を
補
正
す
る
と
と
も
に
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
等
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。

 　

任
期
満
了
に
伴
い
、
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
る
、
新
た
な
制
度
の
教

育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

古
川　

正
之
氏

 　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

森
井　

良
子
氏

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
と
お
り
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

石
川　

貞
子
氏

 　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
と
し
て

は
、
臼
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
現
行
で
２
年
と
さ
れ
て
い

る
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
任
期

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命命

教
育
委
員
会
委
員
の
任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命命

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦薦

小
平
市
介
護
保
険
条
例

小
平
市
介
護
保
険
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

９月定例会 議 案 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

※議長は表決に加わりません。

議決結果

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

ムサ緑生ネ共産フォ公明政和○：賛成　×：反対　−：欠席　退：退場
伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

さ
と
う
悦
子

平
野
ひ
ろ
み

日
向
美
砂
子

細
谷　
　

正

吉
瀨
恵
美
子

木
村
ま
ゆ
み

佐
藤　
　

充

吉
本
ゆ
う
す
け

中
江　

み
わ

竹
井
よ
う
こ

滝
口　

幸
一

小
林　

洋
子

石
毛
航
太
郎

幸
田　

昌
之

佐
藤　
　

徹

浅
倉　

成
樹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

宮
寺　

賢
一

松
岡　
　

篤

永
田　

政
弘

佐
野　

郁
夫

川
里　

春
治

磯
山　
　

亮

小
野　

高
一

件名議案
番号

区
分

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※
議
長

○○○○○○原発事故避難者への支援の継続を求める意見
書第１７号

議
員
提
出
議
案

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○電力小売の全面自由化に伴い電源構成の情報
開示の義務化を求める意見書第１８号

原案可決１２６×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○返済不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨
学金の拡充を求める意見書第１９号

同　　意０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※
議
長

○○○○○○小平市教育委員会教育長の任命第３３号

市
長
提
出
議
案

同　　意０２６○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○退○○○小平市教育委員会委員の任命第３４号

同　　意０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○小平市固定資産評価審査委員会委員の選任第３５号

同　　意６２１○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××××人権擁護委員候補者の推薦第３６号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○平成２８年度小平市一般会計補正予算（第３号）第３７号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○平成２８年度小平市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）第３８号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○平成２８年度小平市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）第３９号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○平成２８年度小平市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号）第４０号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○平成２８年度小平市下水道事業特別会計補正予
算（第１号）第４１号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○小平市介護保険条例の一部を改正する条例第４２号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○市道路線の認定及び廃止（１３路線の認定、５
路線の廃止）

第４３〜
６０号

原案可決０２７○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○損害賠償の額の決定等第６１号

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

政和：政和会（７）　 　　公明：市議会公明党（６）　 　　フォ：フォーラム小平（６）　 　　共産：日本共産党小平市議団（４）
生ネ：生活者ネットワーク（３）　 　　緑：緑の党こだいら（１…無会派）　 　　ムサ：ムサシ（１…無会派）

に
つ
い
て
、
２
年
を
超
え
３
年
以
下

の
期
間
で
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
３
年

と
す
る
規
定
を
加
え
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
伴
う
規
定
の
整
理
を
行
う
、

渦
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
改
正
に

伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
要
件

に
つ
い
て
、
最
長
で
５
年
ご
と
の
更

新
研
修
の
修
了
が
加
え
ら
れ
た
た
め
、

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

条
例
で
引
用
す
る
条
項
の
繰
り
下
げ

が
行
わ
れ
た
た
め
規
定
の
整
理
を
行

う
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
、
臼
に
つ
い
て
は
平

成　

年
４
月
１
日
、
渦
に
つ
い
て
は

２９
公
布
の
日
で
す
。

 　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

固
定
資
産
評
価
審

固
定
資
産
評
価
審
査査

委
員
会
委
員
の
選

委
員
会
委
員
の
選
任任

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

福
井　

知
子
氏

 　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

小
平
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

石
塚　

信
治
氏

　

加
藤　

俊
彦
氏

　

金
子
ふ
ゆ
み
氏

　

山
口　
　

勝
氏

小
平
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充

員
　

剣
持　

庸
一
氏

　

立
花　

隆
一
氏

　

長
谷
川
晶
子
氏

　

藤
原　

哲
重
氏

選　
　

挙

 　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
９

月
９
日
、
５
度
目
と
な
る
核
実
験
を

実
施
し
た
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
そ

の
規
模
は
、
過
去
最
大
規
模
で
あ
る

と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
行
為
は
、
国
際
社
会
で
高
ま

る
核
廃
絶
の
声
に
真
っ
向
か
ら
対
立

す
る
も
の
で
あ
り
、
核
兵
器
及
び
既

存
の
核
計
画
の
放
棄
を
求
め
た
国
際

連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
を
踏

み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

我
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
基
本
と

し
た
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
は
市

民
の
願
い
で
あ
る
。
小
平
市
議
会
に

お
い
て
は
、
昭
和　

年
に
全
て
の
国

５８

の
核
兵
器
に
反
対
し
、
非
核
三
原
則

を
堅
持
し
、
人
類
永
遠
の
平
和
の
た

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の

核
実
験
に
抗
議
す
る
声
明

め
努
力
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
非
核

都
市
宣
言
を
し
た
。
ま
た
、
戦
後　
６０

年
に
当
た
る
平
成　

年
に
は
非
核
平

１７

和
都
市
宣
言
を
議
決
し
、
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
平
和
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
願
い
に
反
し
、
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
よ
り
繰
り

返
さ
れ
る
核
実
験
の
強
行
は
、
世
界

の
核
廃
絶
の
気
運
の
高
ま
り
に
逆
行

す
る
無
謀
な
暴
挙
で
あ
り
、
断
じ
て

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
強
く
非

難
す
る
。

　

よ
っ
て
小
平
市
議
会
は
、
今
回
の

核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

今
後
、
日
本
国
政
府
に
お
い
て
は
、

国
際
社
会
が
一
致
し
た
対
応
を
と
る

た
め
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

平
成　

年
９
月
９
日

２８

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

骨髄バンクドナー登録のしおり


